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医療・福祉・食品・健康 

安心・安全な殺菌剤開発のための新規薬剤標的の探索研究 

研究 

概要 
植物病原菌の遺伝子診断技術の開発と病害防除技術への応用 

 

 生命科学部 生命科学科 

藤村 真 教授 Makoto Fujimura 

研究キーワード：殺菌剤 菌類 ゲノム情報 農薬 

URL： http://researchmap.jp/g0000197037 
 

研究シーズの内容 

作物生産に大きな被害を起こす要因の一つに植物病原糸状菌による病害発生がある。安全・安心

な農作物を安定的に生産するために、作物を病害からまもる新しい技術が求められている。 

これらのことから、本研究室では、新しい病害防除技術開発を支援する研究を行っている。主なテ

ーマは下記のとおりである。 

 

1）遺伝子診断技術を利用した植物病原菌のモニタリングと病害防除技術への応用 

化学農薬に過度に依存しない病害防除技術を開発するために、遺伝子診断技術を農業分野に展

開し、圃場で病原菌をモニターする技術を構築している。群馬県農業技術センターなどと共同で、

キャベツやナスの病害の耕種的病害抑止技術の開発で実績をあげている。また農薬耐性菌の診断

技術の構築も行っている。 

 

2）ケミカルバイオロジーを利用した新規抗真菌剤の標的探索 

アカパンカビをモデル糸状菌として用いて、古典的な順遺伝学に加えて、ゲノム情報を利用した逆

遺伝学、さらに阻害剤を利用した化学遺伝学などを利用して、次世代の植物保護剤の標的の探索

研究を行っている。 

活用例・産業界へのアピールポイント 

農薬業界： 新規殺菌剤の作用機構・耐性機構の解明 

遺伝子診断手法を使ったカビ類の分離・同定やモニタリング 

 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 
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医療・福祉・食品・健康 

望みの機能を有する生分解高分子を誰でも簡単に作れます！ 

（セルロースを骨格とする機能性高分子） 

研究 

概要 

セルロースの 6 位のみに機能性基を簡便に導入するための「鋳型セルロース」として、6-アジ

ド-6-デオキシセルロースを開発した。 

 

 生命科学部 生命科学科 

長谷川 輝明 教授 Teruaki Hasegawa 

研究キーワード：医療 材料化学 

URL： http://researchmap.jp/g0000206044 
 

研究シーズの内容 

セルロースは天然に最も大量に存在するバイオマスであり、生分解性材料でもあることから、各種

エコマテリアルの骨格素材として注目されている。また、セルロースには大量に不斉炭素が含まれる

ことからキラルマテリアル用の骨格素材としても注目されており、セルロース誘導体で被膜したシリカ

ゲルはキラル分割剤として盛んに用いられている。しかしセルロースは明確なタンパク質認識能や光

吸収能などを一切持たず、セルロースを骨格とする各種医療材料や光学材料、キラル材料を開発

するには、セルロースに対する機能性基（タンパク質認識部位や光吸収部位など）をセルロースに導

入することが必要である。 

本研究ではあらゆる機能性基を簡便にセルロースへと導入するための「鍵分子」として、6-アジド

-6-デオキシセルロース（Cel-N3）を開発した。例えばタンパク質を認識するオリゴ糖鎖を導入する

と、ターゲットとするタンパク質やウィルスのみと強固に結合するセルロースが得られる。 

アジド基と末端アルキンとの化学選択的な反応を利用することで、ありとあらゆる機能性分子をセ

ルロースに自在に導入できる。得られたセルロース誘導体は、導入した機能性基由来の機能を併せ

持つことが確認されている。 

 

 

活用例・産業界へのアピールポイント 

医療関連業種・材料科学関連業種 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

 

 


